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鑓覆臣

鳴`℃

鞭、同

随 想"人 間 ぼけたくないものだ"

先日ある会議で、たまたま医学会の大元老の横に座る

ことになった。昼食の幕の内弁当を食べはじめたころ、

その人先生が突然私の弁当にも箸をっけた。刺身にそえ

てあったワサビのかたまりを箸でつまんでパクリと口に

人れた。驚いてその顔を見たが、まったく無表情で、た

だ金魚のようにロをパクパク動かしてワサビを食べてし

まった。それからは自分の弁当を食ぺながらときどき私

のおかずをつまむことを繰 り返 した。そのつまみ取る動

作だけが奇妙に速い。ネクタイのあちこちに刺身の醤油

を垂 らしている。私はそれを拭いてあげながらつくづく

感 じた。どんな偉い人でも老化には勝てず、ぼけるもの

だということを。そして他人の幕の内弁当を食べるよう

になったら人間もうおしまいだと思った。

これは人事ではない。自分もやがてそのようになるのか

も知れないと思 うと、なんともいえない寂 しい気持がす

る。いやもう始まりっつあるのではないかと不安になる。

私は昨年までは電話をかけるとき、あらためて電話番

号を調ぺることはまずなかった。一・度かけた電話番号は

すべて覚えていた。それは忙しいときに電話帳をめくる

のがわずらわしいので、独特の方法で記憶にとどめるよ

う心掛けてきたからである。ところが最近ときどき電話

帳を見るようになった。これは記憶力の低下というより

も、むしろ番号を覚えようという意欲がなくなってきた

ためかも知れない。いずれにしても老化現象に違いない

と思うと、いささか物悲しい。

人間50歳代になると、ぼけの傾向が目立ち始める。一

般に年齢が進むにつれて老化現象やぼけの程度は高度に

なるが、その起こり方や程度には個人差がある。70歳 代

になっても、あまりぼけ症状の出ないしっかりした人も

いる。こういう人は、たいてい年をとってもなお頭をよ

く使い、適度に身体を動かし、張 りをもち、白分なりに

生き甲斐を感じながら生活している。 ・方、40歳 、30歳 、

ときには20歳 代ですでにぼけ症状を現しているものもい

る。この"若 ぼけ"が 近年増えつつある。

医学的にぼけの程度を知るための尺度がいくつかある

が、そんな専門的な話をするっもりはない。ここではた

だ、日常生活においてぼけの状態を知る目安を述ぺてみ

よう。まずぼけてくると、結婚披躇宴の挨拶などで、ま

とまりのない話をながくするようになる。挨拶というも

のは要点を3分 くらいで話せばよいものだ。それが15分

以上にも及び、さっぱり内容がなく、謡が前もどりする

のは、ぼけの徴候とみてよい。また、ひとりよがりの話

を、同じことを繰 り返しながら30分 もするようになれば、

並 木 正 義

ぼけも本格的といえるO

会議でいつも居眠りするのもぼけの徴候だが、この場

合は鑑別診断を要する。睡眠峙間を減 らして活動的に仕

事をしている人も会議のときによく眠る。しかし、会議

を利用して少しでも睡眠を補おうとしている人の寝顔は、

ぽけの寝顔とおのずから異なる。人事な話題になると不

思猿と険が動くし、すきがない。これに対してぼけ人間

の寝顔は子どもっぼく、しまりがない。そのうえよだれ

を流 したり、会議が終ったのも知 らずに肩 を叩かれるま

で眠っているのはぼけも相当進んでいる証拠だ。ぼけの

居眠 りは、会縁が始まってから眠 りに入るまでの時間、

つまり入眠時間が早いのも特徴である。たいてい3分 以

内に眠りにつく。次にぼけが進むと顔付 きが幼児化する。

特に80歳 前後になるとこれが目立つ。高齢になると心も

言動 も幼児に帰るためか、顔付きもまた幼児のようにな

ることがしばしばある。テレビの時事放談で長年活躍し

てきた老人に最近この傾向が明らかにみられる。それに

しても人間引け時が大事であると思う。ぼけの症状をさ

らけ出す前に惜 しまれて引退するよう身近な人達で考え

てあげるのが真の思いやりというものであろう。他人の

幕の内弁当に手を出すようになってからでは遅すぎる。

ぼけを予防 し得うる確実な方法 ・手段はいまだない。

しかし、あまり早くぼけないように、またぼけの程度が

少 しでも軽くてすむようにという努力は無駄ではない。

それは年をとっても絶えず頭を使い、張 りをもって生活

すること、それに喫煙 しないことである。喫煙は脳の動

脈硬化を促進し、ヘビースモーカーほどぼけが早 く起こ

り、その程度も強く現れることが知られているからだ。

そのっもりでまわりを見れば、なるほどと思いあたるこ

ともあろう。この頃 タバコをのみながらマ ンガの本を眺

めている大学生をよくみかける。将来が思いやられる図

だが、そのなかにはすでに"若 ぼけ"の 顔付きをしてい

るものがかなりいるV少 なくとも医師を志す医学生だけ

は、若いうちからぼけていては困る,,も ちろん教官もぼ

けないよう努力しなければならない。幸いそのためのよ

い手本が本学にはある。引き合いに出して恐縮であるが、

定年退官後もずっと毎日研究室に通い、実験までしてお

られる山田前学長のライフスタイルは、その意味からも

見習うぺきものといえよう。

(内科学第三講座 教授)
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自 然 と の 語 ら い

上 口 勇 次 郎

9
私の記憶の中で最も古い思い出、それは4・5才 の頃

のものである。それは不思議に小 ・中学校時代の記憶よ

りはるかに色鮮かで、なにかそこには時間を越えたバイ

パスが通っているような気がする。

記憶の中の私が目を覚ましたのは頭⊥を飛び回るハエ

のブーン、プーンという微かな羽音によってであった。

どうやら私は湯殿で昼寝をしていたらしい。すぐ脇の土

間には大きなIL右衛門風呂が置いてあり、かまどには占

い梢木が無造作に放り込まれていた、,小さな洗い場には

入浴の峙に踏み沈めて使 う浮蓋が立てかけてあった。窓

の外に目を移すと、淡紅色の綿毛を降り積もらせたよう

なネムの花の間で、カラスアゲハが4・5匹 戯れていた。

と、中の1匹 が窓を通って浮蓋の上に舞い降りた。蝶は

おいで、おいでをするようにゆっくり翅を上 ドさせ、そ

の毎にビロー ドの翅は青く、そして緑に光り輝いた。そ

の美しさは私がそれまで大切にしていた石の宝物の比で

はなかった。どうしてもこの宝物 を手に入れたいと思っ

た。そっと手をのばすと蝶はふわりと体を交し、少し向

こうに翅を休める。近づくとまた逃げる。私はいつしか

戸外へと蝶を追いかけた。蝶はなぜか幼い私の眼前から

一気に飛び去ろうとはしなかった。私は薮の中をどんど

ん追いかけていった。木イチゴのトゲが腕や足をかきむ

しった。蝶が何度目かの休息をした時、私は松の小枝を

折って蝶を叩き付けた。やっと宝物を手にした時、その

輝く衣装は無残に砕け散っていた。蝶は苦 しげに細長い

口を何度も伸び縮みさせ、やがて動かなくなってしまっ

た。宝物を失った悲しみと擦傷の痛さで私は大声をあげ

て泣き叫んだ。いや、小さい命を奪い取った事への後悔

があったのかも知れない。遠 くで母の呼ぷ声がした。薮

を出て見ると、真赤な夕焼の中に野良に立つ母のシルエ

ットが黒く渚んで見えた。

私が蝶の採集に熱中するようになったのはこの記憶が

原点のように思われる。小 ・中学校の頃はただひたすら

完全無欠の蝶 を、より多種類の蝶を求めて野山を歩き回

った。その頃、仲間が私に自慢のコレクションを見せて

くれた事があった。標本箱の中には私達の出舎では決し

て採る事の出来ない南国の蝶が沢山展翅されていた。そ

の美しさに目を奪われたが、ほしいとは全 く思わなかっ

た。私自身が対峙し、捕虫網に収めたものだけが私にと

っての宝物であった。高校から大学へ進むにつれて、収

集の興味は蝶の食草や生活史への興味へ、さらに他の動

物や野草への興味へと広がっていった。何月頃何処へ行

けばどんな花が咲いており、どんな動物に会えるという

事を記した野外ノー トが捕虫網に代わって私の供をした。

四季の野山を巡 り、今年も去年と同じように皆生 きてい

る事を確謝しては安心 し、プルトーザーの爪跡を見ては

深い悲しみに襲われた。こんな野外探索も最近ではすっ

かり減り、テレビの"自 然"番 組 を見て過す事の方が多

くなってしまった。番組の構成のうまさにはいつも感心

するが、同時にカメラのあまりにも無遠慮な対象への接

近に恐怖 をおぼえる事もある。逃げ惑 う野性動物をヘリ

コプターの上から写すなどその典型である。また、番組

が終るとなにか物足りなさを感じてしまう事 も多い。

早春の冷たい風と潮の香の中で岩陰からじっとウミネコ

を観ていた時の、暑い日差とむっとする草いきれの中で

蝶の吸蜜を観察 していた時の、あの充実感がないのであ

る。それは、展覧会で見た絵に感激し、出口で画集を買

おうと手に取った時、その絵のあまりの小 ささと印刷の

まずさにがっかりしてしまった時のあの感じにも似てい

る。テレビ特有の味付けをされた"カ ンヅメ"ば かりを

食わされては、いつか本物の味を忘れてしまいそうであ

る。

医大創立から10年、大学周辺の自然もずいぶん変わっ

てしまった。以前は春になると講義棟の前の道端にミズ

バショウやザゼンソウの花が顔を覗かせた。道の向こう

の谷地にはエゾサンショウウオやエゾアカガエルの幼生

がみられ、時には耳の先の黒いエゾユキウサギが顔 を出

した。人学の裏手にはエンレイソウ、エゾエ ンゴサク、

カタクリ、ニリンソウなどが咲 き乱れ、グランドの脇の

木々にはキジバ トやモズが巣 を造っていた。実験で遅 く

なって夜道を帰路に着 く時、オオジシギの"ズ ビー、ズ

ビー、ギャギャギャ"と いう鳴き声に驚かされ、周囲の

水田から聞えるアマガエルの大合唱にさわやかな初夏の

訪れを感 じた。彼らの多くは今は大学周辺から姿を消 し

てしまったが、少しばかり時間をかけて場所を捜すなら

まだきっと会 う事が出来るだろう。勉学の合い聞をぬっ

て訪れる時、君はそこで何を感 じるであろうか。咲 き誇

る草花に自分自身の青春の光を見るだろうか。ワーズワ

ースのように、盛 りの季節を過ぎて輝きを失った草原に

明日への生命の力を見出すであろうか。それとも……。

(生物学 助教授)
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*海 外 だよ り*

肝臓移植 西 ドイツ印象記
江 端 英 隆

北 大 第一 外科 医局 員の 時 に 、西 ドイ ツ ・ホ ン大 学外 科

に フ ンボ ル ト奨 学生 と して2年 間留 学 して か ら、 昨年9

月で10年 た った こと な ど忘 れ て い た。 この留 学 制 度 で渡

独 され た 方は 、 本学 で は整 形外 科 の 竹 光教 授 は じめ何 人

かの 先生 が い られ ると聞 い て い る が 、実 に面 倒 見 の い い

財 団 で知 られて い る。io年 た つ と数 カ 月の 再留 学 を認 め

て くれ ると い うの もそ の ・つ で 、 当教 室 とボ ン大 学外 科

移植 部 門 との 協同研 究 の ・環 と して 、昨 年11月t日 よ り

4カ 月 出脹 した 。小 学 校6年 と2年 生 の 子供 を札 幌 の母

に預 け 、妻 と2人 で 出 か け る とい う調 子 よ く見 え る渡欧

に な った 。 ボ ンには 、受 け人 れ て くれた フ ンボ ル ト財 団

の完 備 した アパ ー トが あ り、10年 前 と部屋 こそ違 え、 同

じ住宅 に住 む こ とが で きた、,街並 は ヨー ロ ッパの ど こも

そ うで あ る よ うに、 ボ ンも10年 前 とほ とん ど変 らず 、 ラ

イ ン河沿 いの 散 歩 道 は もち ろ んの こ と、 肉屋 も、洗濯 屋

も、バ ス停 の待 合室 も、 そ してア パ ー トの 管理 人 の 子 供

を叱 りつ け る高 い調 子 の声 も その ま ま で あっ た。 た だ11

年 前 に着 工 し、 あの進 行工 合 な らい つ 出米 一Lがる もの や

らと噂 して い た地 ド鉄 が完 成 して い た。 生 活 を始 めて 約

1週 間後 、それ は いつ もデモ には慣 れてい るはずの7ドンの 住

民 で す らかつて 経験 した ことの ないよ うな騒 が しい出 来 事 、

パー シングnの 西 ドイツ配 備 の 決断 が 下 され る 日が迫 って

い た。朝 早 くか ら深 夜 まで 、テ レビ、ラ ジオはBundeshaus

(連 邦 議 会)で の喧Lp々 の討 論 、 周辺 での デモ と警 官 と

の衝 突 の状 況 を声 高 く怒 鳴 り、 そ れ は ま るで ジュー クボ

ック ス が突 然 壊 れ て 、あの や か ま しい、訳 の わ か らな い音

楽 とや らが急 に鳴 り出 した の に似 て いた 。 テ レビ に映 し

出 され るBundeshaus内 の 風 景 は ま た異様 で、髪 は ぼ う

ぼ う、ほ とん どセーター姿 とい う出立 ちの緑 の党 の 男 女が、

傍 若無 人 と しか いい よ うが な い よ うに動 き まわ って い た。

絶 対的 な経 済成 長 力 を誇 って い た西 ドイッの 凋 落 ぶ りは、

日本 で も時 々報 道 され て い た が、 考 え て もみ な か った 駅

構 内 に おけ る物 乞 い浮 浪 者 の 存 在 は、 や は りそれ を示唆

して い た。生 活 す る 日が1カ 月 を過 ぎる頃 、動 物助 手 の陽

気 な イ タ リア人 の マ リオ が、 昔 と違 って 最近 では 西 ドイ

ツで働 いて い て もあ ま りメ リ ッ トが な くな っ た こ と を話

し、暗 に この程 度 な らな に も好 ん で西 ドイ ツで下働 きす

る意味 が ない と言 わん ば か りで あ っ た。 西 ドイ ツマ ル ク

が低 ドし、 自国 に仕 送 り して も レー ト差 によ る廿 い汁 が

少 な くな った とい う.大 学 では 、研 究 費 の 大IDな 削 減 が 、

研 究 テ ーマ の 的 を絞 るこ と を余儀 な くさせ て い た。12月

中旬 、Kolnの 実 験外 科 教 室 の クリスマ スパ ー テ ィー・に 行

った 時 、 この よ うな席 で の教 授 の挨 拶 と して は異 例 で 、

来 年 は い ろ い ろと辛 抱 して も ら わな け れば な らな い と長

々 と話 した し、 フ ンボ ル ト財 団の ク リ スマ ス、 コ ンサ ー

トでは 、 今 まで の よ うに奨 学生 を受 け 入 れ る こ とが で き

な い とい う言訳 を、 沢山 の 数字 を並 べ な が ら詰 すの を聞

い た,,Dusseldorfよ り北 に約1時 間の 炭鉱 町Bottropで 、

仲 間 と2人 で2fi'Y° 前 に開 業 した整 形外 科 医 の 友 人は 、

医 師 過剰 に よ る開 業医 の 難 か し さを、 まる で 日本 での 話

しか と思 える よ うに1悟っ た、,

今回 の 出張 の 日的 の一 つ は 、私 の 弾門領 域 の 臓 器 、組

織 移 植 、 と くに ヨー ロ ッパ にお け る肝 臓 移植 施 設 を訪 問

す る こ とで あ った 。 昨年3月 末 で 、世 界 の代 表 的4施 設

に て行 われ た肝 臓 移植 総 数 は540を 数 えて い た。1980年

以降 の 生 存 率の 向 上 は 目覚 ま し く、 ア メ リカ、 ピ ッツバ

ー グ大 学 のStarzlら は 、1年 生存 率 が約70%に な っ た

こと を撮 告 して いた 。11月 末 に 、 西 ドイツで 最 も 多 く

肝 移 植 を行 ・りて い るハ ノー バ ー 大学 外 科 を訪 れ た 時 、

ICUに は1071列 目(術 後3日[)と108例 目(術 後1

日目)の 患者 が いた,,術 後3H目 の 、45才 前後 で小 柄 な

イ タ リア 人の男 は、 す でに経 口摂取 が で き排 便 もあ っ た

こ とが 、 自分 を手術 した外 科 医 の腕 が いか に よ いか を自

慢 す る かの よ うに話 して 聞 かせ た。 案 内 して くれた 内科

医 が 「肝 臓 の どん な病 気 で移 植 され たの か 。」と聞 いたと

ころ 、彼 は 「肝 硬 変 に肝癌 を合併 して お り、 その ま まで

は6ヵ 月 も もた な い とい わ れ たの で 、移 植 手術 を受 け た

の で す。」と普 通 の 調 子 で語 っ てい た。年 が明 け て1月 末 、

幸運 に もボ ン大 学外 科 で肝移 植 手術 の 手伝 い をす る機 会

が巡 ・=・て きた 、,患者 は 、46才 の 肝 両 葉 に 多発 す る胆 管細

胞 癌 の 女性 で、 移植 肝 は ベ ル リンで 交 通事 故 で脳 死状 態

と な った47才 の 男 で あ った、,独 立した機 関 と して各 大 学

に あ る移植 情 報 セ ン ターは 、 その地 域 の病 院 にお け る脳

死 状 態 患 者の 血液 型 、HLAタ イ ピ ン グと摘 出 ・∫能 臓 器

をよ く把握 して お り、 ヨー ロ ッパ 中 と密 接 に連 絡 を取 合

ってい た 。 ベ ル リ ンの この肝 臓 は、 英 国 ケ ンブ リ ッ ジ大

学 仁任 外科Calneと 、 ボ ン大学 外 科 のT.S.Lieと の

取 合 に な った。47才 の肝 臓 は や や年 を と り過 ぎて お り、

不満 は あっ た が、 英国 が ドりた こ と でボ ン大学 の もの に

な っ た。 ベ ル リ ンで摘 出 され 、灌 流 さ れた灰 白色 の肝 臓

は 、氷 の 浮 か ぶ生 食に浸 さ れた まま ビ ニー一ル袋 に包 ま れ、

ア イ スポ ッ クス姿 で 、善 通 便 の ブ リテ ィッ シュエ ア に乗

り、夜10時 頃 、 ケ ル ン、 ボ ン空港 に 吾 いた。 この 時 に は、

す で に ボ ン 大学 外 科 の 手術 室 で は灼 々 と した無 影 灯 の下 、

患 者の 肝 臓 は1人 の 外科 医 が汗 だ くに な りな が ら、 しか

し慎 重 に摘 出 に か か って いた,,朝6時 、 手術 は無 事終 ∫

した,,約8時 間経 過 して いた.iト 術 部 控室 で は患 護婦 を

含む約10人 が 、静 か に乾杯 の ビー ル を飲 ん で いた 。 ベ ル

4
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昭和59年 度の主な年間行事

今年度 の}.な 年間 ゐ ・拝は次 の とお り ごす 。
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(学生課)

新 入 生研 修(第1回 目)

昭 和591卜 度 第IIIIIIIの 新 人 生 研 修 は 参 加 ～〒相 ∠1:の 」 ミ

.1ケ ノ 、`ン を図 る こ と を 口 白勺,ヒ し て 、4月2:illlBI・

'L411h/<iの 両[i午 後511
,'rか ら 午 後7時 ま で 本 学 、 第iセ1

ナ ー 室 ・第2セ ミナ ー室 ・和 室 ・ 一般 教 育 会 議 室 で そ1わ

れ た 、,各 室 、 教 官 と 兵 にrl己 紹 介 及 び 懇 談 会 を通tて 、

槻.目髭を ≧策y)幽ごし}オー1.

(学 生 課)

研 究 室 紹 介

■ 物 理 学 ■ 晴 山 稚 寛

物 躍 研究 至 の 歴 史 は 、昭和48年 の 開 校 前 よ り始 ま ・・て

い た、 教授 発 令r定 者の 星野 は北 大 に籍 を置 く傍 ら、教

育 棟 の 設lllに 参 画dる と共 に 、 第 ・期 生 を迎 え る(?)

ため の 人 試問 題 作 成 を行 ・・て い た,,昭 和49年4月 に講 師

とLて 赴任dる こ とに な る硝 山 もこ れ ら 一部 を協力 して

いた 、、正 式 な研 究室 は昭 和49年5月 の 現 校舎 へ の 移転 を

機 に誕 生1.た とい ・・て よ いで あ ろ う、、この年6月 教 務職

41と1.て 安 濃 を迎 え 、教 授1、 講 帥(現 助教 授)1、 教

務 職411及 び事 務職 員1か らな る物理 教宗 〔教 室 と呼 ぶ

に,.xあ ま りに も!1・硯模 で あ るが!)の 陣容 が")た 。 全

員 が健 康 で この10年 を過 ご して きた 事 を喜 ぶべ き なの カ㌦,

!.tたまた、小 規 模 の まま、た だ馬 齢 を加 え て きた 事 を悲

し むべ きなの か 。現 在迄 、構 成 に人 きな 変化 は ない。

各 人の紹 介 をす る.教 授 の星 野 は 教 務職 員の 安 濃 と共

じ、物 性 研 究 の 分野 で あ る微 粒 升の 光吸 収 に関 す る研 究

を続 け て い る。 ー レク トロニ7ス 関 係 に も造 詣 が深 く、

卓 越Lた 知 識 を もと に研 究 を指 導 して い る、,又 、各 委員

会 に於 い(も 、 器機 セ ンターび)充実 ぶ りを見 る まで もな

く研究 体 制1の充 実 を 計 るへ く活 躍 して い る、、大学運 営 で

≪,図 書館 長 と し て重 責 を果 して い る。助 教授 の晴 山は 、

理 論物 理 学 の 中 の 素粒 子理 論 の 研 究 を行 ・・て い る、,この

分野 は進 歩 の速 度 が急 激 で あ り、 時折(し.し っ 中?〉 北/:

・京 大等 へ 出 か け 、共 同 研究 や新 しい 知識 の 仕 入れ を行

.・て い る,、敢 近 、 こ こ数 年 間の 研 究 び)総合報 告 が公 に さ

れ た、、教 務 職 員 の安 濃 は 、微 粒 子 の 光吸 収 の 実 験 面 をば

と流.ど ・人で こ な し、 そ の実 験 ナ ク ニ ックは 他 大 学の 研

究 者 か らも賞 賛 されCい る。 学 生 教 育 に於 いて も、実 験

の 指導 を懇 切 、1'寧 に そ して時 には きび し く行 って くれ

てお り、 著 者な ぞ 大い に感 謝 して い る。 最 後 にな る が 、

事務職tlと して源 長 嬢 がJり 、各 人が1央適 な教 育 及 び 、

研究 活動 がで きる様 に裏 方と して務 め て くれ て お り、皆

kい に感 謝 して い る、、彼(.Cl./誠 心 誠意 、善 意 σ)人r.あ る.

教 育 面 で は 、1年 生 、2年 生 の 講義 ・実 験 を3人 で分

担 し行 ・・てい るD)く 、 大 学院 生 に対 して も星 野 と日illlが

担 当 してい る,、これか物 裡 研 究室 の様 ヂで あ る,,教 室 の 独

flの 行tf..iは 小 世・;17のこ とも あ り、 な1こも行 って い な い、,

故 に飲 む機 会 の 少 な い健 全研 究 室 であ る,,

以 ヒ、 研究 室 の 概 要 を述 べ た が 、最 後 に ・言 っ け加 え

るな らば 、 星.野教 授 か 今 年度 を も',て 定 年退 官 され る予

定r.あ り,大 樹 の 陰 で ぬ くぬ くと風 を避 け なが ら過L(

きたaに と ・・て、 来年 度 は 今 ま で に ない 試練 σ)fトに

な るこ とが 予想 さ れ、今 か ら不 安 を禁 じえないの で あ る,、

(物理 学 助 教授)
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Selbst-Mordよ り もFrei-Todを

誰 もが嫌 い な よ うに僕 は この 自殺 な る語 が嫌 いで あ る。

新聞 雑 誌 に 見える文 字 と して も厭 だ し、会話 や ラ シオで

聞 かれ る音 と して も厭 な もの だ。「殺 す」の語 に まつ わ る

イメー ジを嫌 うか らだ ろ うが 、 とり わけ ジサ ツ とい う音

が よ くな い。 口本 給 で この 発音 をもつ 言 葉 を広辞 苑 で ひ

い てみ る と、他 に は寺 刹(=寺 院)ひ とっの み で あ る,,

ところが今 の 世 の 中 では なんと多 くこの語 に出 合 うこ と

だ ろ う。 倒 産 、銀 行 強 盗 、校 内 暴 力 、 落 ちこぼ れ 、殆 ん

ど ビ ヨー キ、な どの 悪 い語 と同 じくらいの 頻度 だ,,当 該の

事件 が 多 くあ るか ら この 語 も よ く出 るの で、 そ れ が そん

な に厭 な ら 自殺 事件 が滅 るよ うにお前 も社 会 的 に努 力 し

な さい 、 とい うの が道理 で あ る。 だ が僕 には 、駈 け込 み

寺 をll哩 に作 る金 も人徳 もな い し、病 気 や失 意 で ノ イ ロ

ーゼ に陥 った 人 を治 せ る能 力 も ない と 自認 せ ざる を えな

い。 どだ い、 自分のrが そ う した絶 望 状 態 に あ るの を幾

分 かは解 って い な が ら、1身 か ら出 た鏑 だ 、死 んだ ら骨 は

拾 って や る。」と心 の 中 で突放 してい た酷 薄 な親 なの だ。

さい わ い家 出 ぐらい で済 ん だ か らよ か った け ど。

じゃ お前 は い っ たい 、 これ まC一 度 も 自 ら死 の う と思

った こ とは な いの か、死 んだ ほ うが いい と思 うほ ど苦 し

んだ こ とは な いの か、 と 問 われ るな らば 、厭 世観 に と り

つ かれ た こ とは あ る が半 年位 で 抜 け 出{}た 、 と答 えよ 帆,

多分 それは、僕 が 戦争 末 期 に=回 ばど空爆 な どで死 線 を

さ まよ っ た経験 をもつ 、 死 に対 して恐 れ を感 じない野 蛮

人で あ るの と、割 に健 康 と幸 運 と友 人 に恵 ま れ た外向 的

で 要領 の いい男 だ か らで あ ろ う。過 大 な責任 を負 うの を

う ま く避 け 、常 に山野 に遊 び芸術 とた わむ れ、 苦 難 が深

まれば 無 の 哲学 と後悔 の涙 に逃 げ こ む本 能 をそ な えて 、

58才 まで 生 きの びた の で あ る。

それ で は 聞 くが、 お 前は そ もそ も 自殺 または 自決 、 ま

た は 自裁(ド イ ツ語 で い うとFreitudか?)と い う行 為

その もの をど う評 価 して い るか,,言 葉 の 好 き嫌 い で な く、

あの 行 為 は無 価値 か、 愚 行 な の か、,白殺 者 は 弱 虫 のバ カ

者 で、情 無 い逃 避 者で しかな い とAう の か。

小 学 生 の それ は 全 くの 誤 ちか小 児病 的 反 抗 で あ るか ら

親 と して は交 通 事 故 と同 じとみ て諦 め る しか ない。 青 少

年の それ は激情 の なせ る業 で あ る こ とが 多 く、 生 命 力過

剰 と して我 々 オ シ ンは その強 烈 なN標 追 求 意 志 に脱 帽 せ

ざ る をえ な い。 生 甲斐 を も・・と も痛 切 に求 め るのは 今 も

昔 も若 い世 代 な の で あ り、 その 挫折 に よ る自 決 は もっ と

も悲 し く惜 しむ べ きもの で あ ろ う。 その 原 因 が 失恋 で あ

ろ うと落 第 で あ ろ うと政 治思 想 の 為 だ ろ うと。 人 間 関係

で 責 め ら れて とか 、借 金 や仕 事の 不,凋と かで死 にた くな

った ら、 ます 蒸発 して 「一切 無 」の 、裸 の 、 虫の 存 在 に な

るの が よ か ろ う。 最 近死 んだ 元 全学 連 委it長 の 後 半生23

年 は 、変 な 表現 だ が 、「も ・度 花 を咲 か そ う」 な ど と慾 張

らな か ・)た潔 い男 の 生 で あ ・った 。 二 ・一チLは 狂 う5年 前

にSelbstmordの こ と を、「忍 び寄 る死 神 で は な く、私 が

望 ん だ か ら や っ て米 る自 由 な る 死1だ とツ ア ラ ツス ト

ラに 言 わせ て い る。僕 も 、せ め て 言葉 だ け で も、 自裁 か

自決 と した い。 新 潟 「区 では野 坂 昭 如 の よ りど ころ と し

た 言葉 は ・敗 した が 、 この 件 に関 して 言 えば、 言 葉の 改

め は も っ と力 があ ると僕 は信 ず る。

(ド イ ツ語 教 授)
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